
様式第1

97,775 千円（％） 915,267 千円（％） 753,590 千円（％） 266,290 千円（％） ▲ 586,453 千円（％） ▲ 1,238,147 千円（％） 208,322 千円（％）

0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％）

97,775 千円（％） 915,267 千円（％） 753,590 千円（％） 266,290 千円（％） ▲ 586,453 千円（％） ▲ 1,238,147 千円（％） 208,322 千円（％）

令和6年9月6日

知事殿
　  練 馬 区

　  印

都道府県名 保険者番号 保険者名国保財政健全化変更計画書　　１／２

合計

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

赤字の原因

（平成30年度から令和11年度まで12ヵ年計画）
東京都

繰上充用金の新規増加分 ※２

20 練馬区

0円

赤字額（合計） 3,216,754千円

年　　　度 30年度 31年度

第4年次 第5年次 第6年次

①
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発
生
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況

年度(赤字発生年度) 28年度
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（
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）

計画年次 第1年次 第2年次 第3年次

法定外繰入の
削減予定額（率）

法定外繰入金 ※１ 3,216,754千円

赤字削減・解消のための基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

・決算ベースの平成29年度の赤字額：2,032,923千円
・決算ベースの令和５年度の赤字額：1,824,600千円
・解消の目標年次：令和11年度
・赤字削減・解消手段の主要事項
　①保険料率の改定
　②保健事業の推進と医療費の適正化
　③収納率の向上

①保険料率の改定：激変緩和措置（保険料賦課総額から納付金分の6％を控除）は、特別区の方針に沿って令和７年度末までの
　解消を目指す。
②保健事業の推進と医療費の適正化
　・データヘルス計画に基づき、特定健診・特定保健指導の推進、糖尿病対策の強化、国保から広げる健康づくりに取り組む。
　・ジェネリック医薬品の利用促進、柔道整復療養費、重複・頻回受診の適正化、レセプト点検の強化等に取り組む。
③保険料の現年分収納率について、全国平均収納率以上となることを目標とする。滞納未然防止策として、早期に催告を実施。
　滞納解消策として、財産調査を徹底し、適切に滞納処分を実施する。

繰上充用金の新規増
加分の削減予定額

（率）

高齢化等により1人当たり医療費が毎年増加し、被保険者の保険料負担も毎年増加している。練馬区は
被保険者の負担を抑制するため、特別区の共通基準に基づき、保険料賦課総額から出産諸費、葬祭諸
費、高額療養費の一部、保険料未収金分等を除外し法定外繰入を行ったことによる。

練 馬 区 長　　　前　川　　燿　男

保険者名

代表者職氏名

※１　国民健康保険事業の実施状況報告様式５の決算補填等目的の法定外一般会計繰入額の小計額と一致していること。
※２　当該年度の繰上充用（当年度の歳入が歳出に不足し、翌年度の歳入を繰り上げてこれに充てる）の額と、前年度の繰上充用の額の差引増加分。但し、累積赤字のうち削減・解消された繰上充用金がある場合は、その額を除く。
※３　率の場合は、赤字額又は削減すべき合計額に占める削減予定額の割合を記載する。なお、赤字額がすべて解消される場合には削減率100％とする。

上記のとおり国保財政健全化変更計画書を提出します。

合計
赤字削減予定額（率）

②
　
赤
字
削
減
計
画



304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 1,824,600 千円（％）

0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％） 0 千円（％）

304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 304,100 千円（％） 1,824,600 千円（％）

※３　率の場合は、赤字額又は削減すべき合計額に占める削減予定額の割合を記載する。なお、赤字額がすべて解消される場合には削減率100％とする。

※１　国民健康保険事業の実施状況報告様式５の決算補填等目的の法定外一般会計繰入額の小計額と一致していること。
※２　当該年度の繰上充用（当年度の歳入が歳出に不足し、翌年度の歳入を繰り上げてこれに充てる）の額と、前年度の繰上充用の額の差引増加分。但し、累積赤字のうち削減・解消された繰上充用金がある場合は、その額を除く。

合計
赤字削減予定額（率）

繰上充用金の新規増
加分の削減予定額

（率）

法定外繰入の
削減予定額（率）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

②
　
赤
字
削
減
計
画

赤字削減・解消のための基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

・決算ベースの平成29年度の赤字額：2,032,923千円
・決算ベースの令和５年度の赤字額：1,824,600千円
・解消の目標年次：令和11年度
・赤字削減・解消手段の主要事項
　①保険料率の改定
　②保健事業の推進と医療費の適正化
　③収納率の向上

①保険料率の改定：激変緩和措置（保険料賦課総額から納付金分の6％を控除）は、特別区の方針に沿って令和７年度末までの
　解消を目指す。
②保健事業の推進と医療費の適正化
　・データヘルス計画に基づき、特定健診・特定保健指導の推進、糖尿病対策の強化、国保から広げる健康づくりに取り組む。
　・ジェネリック医薬品の利用促進、柔道整復療養費、重複・頻回受診の適正化、レセプト点検の強化等に取り組む。
③保険料の現年分収納率について、全国平均収納率以上となることを目標とする。滞納未然防止策として、早期に催告を実施。
　滞納解消策として、財産調査を徹底し、適切に滞納処分を実施する。
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計画年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次

合計

年　　　度 令和6年度

①
赤
字
の
発
生
状
況

年度(赤字発生年度) 28年度 赤字の原因

法定外繰入金 ※１ 3,216,754千円

高齢化等により1人当たり医療費が毎年増加し、被保険者の保険料負担も毎年増加している。練馬区は
被保険者の負担を抑制するため、特別区の共通基準に基づき、保険料賦課総額から出産諸費、葬祭諸
費、高額療養費の一部、保険料未収金分等を除外し法定外繰入を行ったことによる。

繰上充用金の新規増加分 ※２ 0円

赤字額（合計） 3,216,754千円

保険者名

（平成30年度から令和11年度まで12ヵ年計画）
東京都 20 練馬区

様式第1（その２）

国保財政健全化変更計画書　　２／２ 　 都道府県名 保険者番号


